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SeCOndgrade'rsofjuniorhighschoolsinthetownparticipatedand

answeredthequestionnairesinthesurvey.Theresultsshowedthat
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1.研究の背景

文部科学省が実施した小学校英語活動実施状況調査(平成15年度実練)によると､全国

の公立小学校 22,526校(平成15年 5月 1日現在)のうち､全体の 88.3%にあたる 19,897

校が英語活動を実施 している3 ヰ 成 14(2002)年度の調査結果では英語活動の実施校が

声3.1%であったことを考えても､平成 14(2002)年度4月から現学習指導要領が正式に実施

されて以来､同活動に取り組む公立小学校が確実に増加 しているといえよう｡また､文部

科学省は､既に ｢英語を教科として行 う研究開発校｣を平成12年度より指定し始め､小学
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校における ｢英語科導入｣に向けて大きく動き始めている｡以上を踏まえると､｢英会話

活動｣の実情や同活動をさらに推 し進めて教科として英語教育を導入することに対する児

童および保護者の意識を把握することが必要であると考えられる｡ところで､公立小学校

における ｢英会話活動｣および ｢英語科の導入｣に関して∴-自治体の全児童 ･保護者を

対象 とした包括的な意識調査は今のところ極めて例が少ない状況である,

ところで､千葉県東葛飾郡沼南町は､2005年4月に柏市と合併したが､それまで千

葉県北西部､首都圏 30kmに位置する人口約4万6千人の町であった｡沼南町当時､′ト

学校が8校､中学校が4校あった｡旧沼南町では ｢英会話活動｣を｢小学校英語活動_と

呼び､平成 12年4月より国際理解教育の-一環として小学校英語活動を開始 していた｡そ

の日的は､英語活動を実施することにより､異文化を理解 し､共に生きていく資質や能力､

コミュニケーションの基礎的な能力の育成を図ることであった｡小学校段階では､外国語

に触れたり､外国の生活 ･文化に慣れ親 しむ体験的な学習が大切であると考え､年間 10

時間程度英語活動を実施 していた｡その他に町ぐるみで国際交流に取り組み､10年前か

ら毎年夏休みに友好都市の関係にあるオ-ス トラリアのキヤムデン市に､青少年を派遣 し

ていた｡なお､本調査の対象となった旧沼南町の対象者は､中学1年生から全員が小学校

時代に英語活動を経験 していたが､中学 2年生は､小学校時代に小学校によって英語活動

を経験 していない生徒もいた｡

2.研究の目的

本研究の第-の目的は､千葉県旧沼南町にある小学校 6年生､中学校 1,2年生の保

護者の英語活動および ｢英語科の導入｣に対する賛否の他に､英語活動に対する子どもの

様子についての意識をそれぞれ明らかにすることである｡■本研究の第二の目的は､小学校

時代に､英語活動を経験 した生徒の保護者 と未経験の生徒の保護者の意識の違いを明らか

にすることである｡

3.研究の方法

3.1 調査実施時期 :2002年 12月

3.2 対象者 :

①千葉県沼南町立小学校全8校の6年生保護者 386名 (有効回答数)

②千葉県沼南町立中学校全4校の 1年生保護者 357名 (有効回答数)

③千葉県沼南町立中学校 2校の2年生保護者 194名 (有効回答数)

3.3 測定具 :小学6年生保護者については28項目､中学 1､2年生保護者について

は34項目から成る5段階尺度形式のアンケー ト

アンケー トは無記名式で行い､各学校 ごとに回収 した｡

3.4 分析方法 :x2検定､分散分析

4.研究の結果

4.1 小学6年生の保護者の結果(小学6年生保護者 386名)

4.1.1平均と標準偏差

まず､小学校 6年生保護者 386名の各項目に対する回答について､平均と標準偏差
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(SD)を求めたが､その結果は表 1に示すとお りである｡

表 1:小学校6年生保護者の各項目の平均と標準偏差(N=386)

項 目 内 容 小6保護者

平均 SD

お子さんに(とって):

英籍は将来必要だと思 う

いろいろな国の人々の考えを理解できるようになって欲しい

英語を学ぶことが日本の文化についても知ることにつながる

英語の｢ラジオ講座J｢テレビ番組Jを見聞きする様子が見られる

英語の歌や会話をcD･テープで聞いたり､歌う様子が見られる

自分の子どもが′ト学樺のとき体鼓 した r秦諸活動 lのこと :

お子さんが小学校で､

｢英語活動｣を楽しんでいる様子が見られた

r英語活動｣について家庭で話 しをすることがあった

｢英語活動Jで学んだ英語表現を家庭で話すことがあった

｢英語活動｣のゲームの内容や様子を家庭で話すことがあった

外国人の先生のことを家庭で話すことがあった

英会話指導員の先生のことを家庭で話すことがあった

r英語活動｣での外国の文化や習慣などを家庭で話すことがあった

｢英語活動｣での英語の歌を家庭で歌 うことがあった

｢英語活動｣での英語のあいさつを家庭ですることがあった

｢英語活動｣での英単語が家庭での会話に出てくることがあった

｢英語活動｣をもっとやらせてみたいと思った

習った英静は中学校で役立つと思う

4.690.63

4.211.02

4.560.65

4.520.66

3.881.00

2.171.21

2.431.30

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

2

2

小学校での ｢英語活動｣は 1年生から始めた方がよい

小学校での ｢英語活動｣は3年生から始めた方がよい

小学校での ｢英籍活軌 は5年生から始めた方がよい

小学校で､アルファベットを読む学習をして欲しいと思 う

小学校で､Zit,77ベットを葺く学習をして欲 しいと思う

小学校で､簡単な英静の単語を読む学習をして欲 しいと思う

小学校で､簡単な英静の単籍を書く学習をして欲しいと思 う

小学校で､簡単な英語の文を読む学習をして欲 しいと思 う

小学校で､簡単な英語の文を事く学習をして欲 しいと思う

3.37I.09

3.031.27

2.901.33

2.871.35

3.171.31

2.941.33

2.581.23

2.671.39

2.971.34

2.821.32

4.180.84

3.960.98

3.721.29

2.621.20

2.381.16

4.101.06

3.991.13

3.961.08

3.711.20

3.541.18

3.321.23

4.1.2 x2検定結果(N=386)

次に､各項目に対する5段階形式の回答を3段階の肯定､中立､否定に再集計した上

でx2検定を行ったが､その結果は表 2に示す とお りである｡
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表 2 :小学 6年生保護者の各項 目の集計結果 とx検̀定結果 (N=386)

耳目 項 目 内 容 平均 集計結果 x 2検定結果育定 中立 杏定 xv (2tJp 多重比較;ウノ▼/′.,もjE,日 ,p-10.37

I 小鞘で英語や帽の文化などについて幡批学ぶこ.i 4.69 356 27 3 604.73★☆ 叶有>中立>否定

ⅡⅢ 小学校で部 として英軌を芋.にとお子さんに(とって):お子さんには美雛碍知手だと思う 4.214.56 297360 6224 272 335.10**625.76★★ *定>中立>否定書を>中立>否定

色々な屈の人々の考えを理解 4.52-357 26 3 609.86★★ 書家>中立>否定

英籍が日本文化理解につながる 3.88 253 101 32 198.72★★ 肯定>中立>否有

英指のテレビ.ラジオ沫座の視聴 2.17 56 91 239 146_67★★ 否定>中立>肯定

英蕗の歌.会話をCD等で聞 く 2.43 90 89 207 71.53☆★ 否定>中iz:≒肯定

Ⅳ1 犠鮎軌につl1てお子さんが楽しんT.いる様子が見られる 3.37 185 136 65 56.58★★ 肯定>中立>否軍

2 r家庭で話しをすることがある 3.0? 160 99 127 14.49** ★定>中立

3 学んだ英語表雛家庭で話すことがある 2.90 159 77 150 31.43★★ 肯定≒否富>中立

406 行ったゲームの内容や操子を家庭で話†ことがある 2.87 151 86 149 21.23★★ *定≒否定>甲立

外国人の先生のことを家庭で話すことがある 3.17 190 86 110 46.09** 肯定>中立≒否定

英会話指導員の先生q)ことを家庭で話すことがある 2.94 162 84 140 25.13★★ 肯定≒否定>中立

7 学んだ姻文化や棚などについて家庭で話すことがある 2.58 97:110I 179 30.19★★ 否定>中立≒肯定

8 学んだ英語の歌を家庭で那ことがある 2.67 I121;88I 177 31.46★★ 否定>書を>中立

9 学んだ英語のあいさつを家庭ですることがある 2_97 165:79I 142 30,81★★ 肯定≒否定>中立

10 学んだ英語の締柁庭での会話に出てくることがある 2.82 143I:86 157 21.98★★ 肯定≒否定>中立

llお子さんに犠語活軌をもつとやらせてみたい 4.18 312:62 12 401_55** 肯定>中立>否を

12 習った英削中報で役立つと思う 3.96 266:91 29 234,81★★ *定>中立>否在

13 小鞘でのr英語活軌はl年生から始めた方がよい, 3ー72 230;84 72 120.26★★ Yを>中立≒雷電

14 小鞘で9)項部鍬 は3年生から始枚方がよい, 2.62 87I:133 166 24.47★★ *定>中立≒否定

15 小学断の項部軌 は堕塾生蜘た方紬 l, 2.38 64:121 201 73.62★★ 肯定>中立>否定

16 小報で､ヱ也 通塾学習机て凱再思う 4.10 295l:57 34 324.59** 肯定>中立>否定

17 相投tZ地 建艶学習机て凱再思う 3,99 282:60 44 275.08** 常在>甲立≒否定

18 小鞘で舞単な英語の単語を鮎学習をして欲しいと思う 3.96 271l t:80;35 244.04** 肯定>中立>否定

19 小鞘で鮒城詰の麹主監学習をして欲しいと思う 3.71 231 I;96lI :59 127.40★★ 肯定>中立>否定

20 小学校で鮒な英語の過 学習をして軟い.と里う 3.54 201l:118■) .67 71.10** 肯定>中立>否定

**p(.01･

表 2の結果をみると､全項目が 1%レベルで有意な結果を示していたが､′ト学校 6年

生の保護者の回答をまとめると以下のとおりである｡

①小学校で英語や外国文化を体験的に学ぶことや､教科として英語を学ぶことを大変

肯定的に捉えている｡
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②自分の子どもにとって､英語は将来必要であり､外国人の考えを理解できるように

なって欲 しいと強く希望している｡

③どちらかというと英語活動が自国文化理解につながると感 じている｡

④自分の子どもは､家庭でテレビ､ラジオや､CD､テープなどを通して英語に接触

する様子はほとんど見られない｡

⑤家庭で子どもが ｢英語活動一を楽しんでいる様子がみられたり､話題になることは

ほとんどなかった｡

⑥自分の子どもにもっと [英語活動｣をさせたいと思っている｡

⑦どちらかというと､小学校の英語活動は中学校の英語に役立つだろうと考えている｡

4,1.3 分散分析結果(N=386)

4.1.3.1 ｢英語活動｣開始学年について

項目 13から項目 15までの3項目を通して､小学6年生の保護者 386名が ｢英語活

動｣を開始するには､低学年､中学年､高学年のどの時期からがよいと考えているかにつ

い て の回 答 を得 た■｡ 分 散 分 析 の結 果 ､ 1% レベ ル で 有 意 な結 果 が得 られ

(F(2,712)=123.74)､さらにLSD法による多重比較の結果､中学 1年生の保護者は､3

年生､5年生で開始するより､ 1年生から英語活動を開始して欲 しいと希望していること

が明らかになった(1年>3年>5年 ;MSe=1.60,p<.05)a

4.1.3.2 文字指導について

項目16から項目21までの6項目で､小学6年生の保護者 386名が英語の文字指導

についてどのようなことを希望しているかについての回答を得たO分散分析の結果､1%

レベルで有意な結果が得られ(F(5,1925)=92.16)､さらにLSD法による多重比較の結果､

小学 6年生の保護者は､図 1に示す順序で文字の指導をして欲 しいと欲しいと希望して

いることが明らかになった(MSe=0.38,p<.05),ここから､アルファベットの読み書きと

英単語を読めるようになってほしいという保護者の希望が読み取れる0

アルファベット書き

アルファベット読み> >英単語書き>英文読み>英文書き

図1:小学6年生保護者 386名の英語の文字指導-の希窒

4.2 中学 1年生の保護者の結果(中学 1年生保護者 357名)

4.2.1平均と標準偏差

次に､中学校 1年生保護者 357名の各項目に対する各回答について､平均と標準偏

差(SD)を求めたが､その結果は表 3に示すとおりであるO
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表 3:中学 1年生の平均 と標準偏差 (N=357)

項 目 内 容

中1保護者

(N=357)

平均 sD

小学校で英語や外国の文化などについて体験‡的に学ぶこ

お子さんに(とって):

英語は将来必要だと思う

いろいろな国の人々の考えを理解できるようになって欲しい

英語を学ぶことが日本の文化についても知ることにつながる

英語の｢ラジオ講座｣rテレビ番組｣を見聞きする様子が見られる

英語の歌や会話をCD･テープで聞いたり､歌う様子が見られる

自分の子どもが小学榛のとき体致 した ｢英簿活動 lのこと :

お子さんが小学校のとき､

｢英語活動｣を楽しんでいる様子が見られた

｢英語活動Jについて家庭で話しをすることがあった

｢英語活動Jで学んだ英語表現を家庭で話すことがあった

｢英語活動Jのゲームの内容や様子を家庭で話すことがあった

外国人の先生のことを家庭で話すことがあった

英会話指導員の先生のことを家庭で話すことがあった

｢英語活動｣での外国の文化や習慣などを家庭で話すことがあった

｢英語活動｣での英語の歌を家庭で歌 うことがあった

｢英語活動｣での英語のあいさつを家庭ですることがあった

｢英語活動｣での英単語が家庭での会話に出てくることがあった

｢英語活動｣をもっとやらせてみたいと思った

小学校の ｢英語活動｣で学習した :

英語を中学校で役立てようとしている様子が見られる

英語が中学校で役立っている様子が見られる

ことは英語の発音の面で役立っている様子が見られる

英語を聞く面で役立っている様子が見られる

英語を話す面で役立っている様子が見られる

ことは英語の文法理解の面で役立っている様子が見られる

ことは英語を話す人々の生活や文化理角削こ役立っ様子が臣

小学校での ｢英語活動｣は1年生から始めた方がよい

小学校での ｢英語活動｣は3年生から始めた方がよい

小学校での ｢英語活動j は5年生から始めた方がよい

小学校で､アルファベットを読む学習をして欲しいと思う

られる

小学校で､アルファベットを書く学習をして欲しいと思う

小学校で､簡単な英語の単語を読む学習をして欲 しいと思う

小学校で､簡単な英語の単語を書く学習をして欲しいと思 う
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4,55 0.74

4.08 1,18

4.54 0.67

4.46 0.68

3.73 1.00

2.03 1.16

2.31 1.24

3.46 1.06

3.39 1.14

3.05 1.27

3.07 1.23

3.58 1.21

3.30 1.22

2.92 1.17

2.82 1.26

3.09 1.27

2.96 1.27

3.85 1.04

2.68 1.04

2.69 1.04

2.62 1.09

2.86 1.05

2.68 1.02

2.26 0.97

2.73 1.01

3.51 1.50

2.61 1,27

2.46 1.19

4.09 1.12

4.05 1.13

3.98 1.12

3.78 1.21
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4.2.2 x2検定結果(N=357)

次に､各項目に対する5段階形式の回答を3段階の肯定､中立､否定に再集計した上で

x2検定を行ったが､その結果は表4に示すとお りであるO

表 4 :中学 1年生保護者の各項 目の集計結果とx2検定結果(N=357)

項冒 項 目 内 容 辛均 集計結果 .x2検定結果

肯定 中立 育定 x2(2)p 多重姥較(ライアンの名弟水神､.メ.Ob

I 小報で棺や外国の文蜘どについて終鮒に学ぶこと 4.55 314 39 4 484.45★★ 肯定>中立>否定

･正一Ⅱ1 小学校で(鮒とし碩軌を学ぶことお子さんに (とって).英熟蛸来必要だと患う 4.084.54 263330 5624 383 262.74★★563.04★★ 肯定>中立≒否定肯定>中立>否定

2 色々な国の人々の考えを理解 4.46 322 34 1 524.01★★ *走>中立>否定

4 英欝のテレビ.ラジオ講座の視聴 2.03 46 73 238 181ー56★★ 否定>中立>肯定l

5 美希の歌､会話をCD等で聞く 2.31 77 70 210 104.59★★ 否定>中立≒肯定

Ⅳ1 お子さんが小学校のとき閲結軌について楽しんでい硝子が見られた 3.46 138 110 56 34.29★★ 肯定≒中立>否定

2 家庭で話しをすることがあった 3ー39 193 84 80 69.09** 十建≒中立>否定

8学んだ英語表現を家庭で話すことがあった 3.05 156 l83I l118 22.40★★ 肯定>否定>中立

4 行ったゲームの柏や様子を家庭で話すことがあった 3.07 151 95 111 13.98★★ 甘食>中立≒否定

5 外国人の先生のことを家庭で話すことがあった 3.58 235 49 73 172.03★★ *走>中立≒否定

6 英錨希等員の先生のことを家庭で話すことがあった 3ー30 190 73 94 65.39★★ *定>中立≒否定

7 学んだ外国文化や習恥こついて家庭で話すことがあった~2-.92 113 112 122 .0.52n8 肯定≒中立≒否定

8 学んだ英酢歌を家庭で那ことがあった 2.82 114 104 139 5.46+ 曾走≒中立≒否定

9 学んだ韓のあいさつを家庭ですることがあった 3.09 160 79 118 27.58★★ 甘走>否定>中立ヽ

10 学んだ英語の鞄が家庭での会話に出てくることがあった2.96 145 77 135 22.66… 肯定≒否定>中立

llお子さんに一掃活軌をもつとやらせてみたいと思った 3_85 241 83 33 198.12★★ 廿定>中立>否定

12 習った相を中学校で役立たせようとしている様子がある 2.68 71 144 142 29.06☆★ 中立≒否走>肯定

13 習った英語が役立たっている様子がみられる 2.69 70 148 139 30.61★★ 中立≒否走>肯定

14 習った英語が英語の発音に役立っているようだ 2.62 67 136 154 35.45★★ 中立≒香走>肯定

15 習った英語が英語を開く面で枇つているようだ 2,86 100 140 117 6.77★ 中立>*定等否定

16 習った英語が籍を話す面で役立っているようだ 2.68 71 151 135 30.12★★ 中立≒否定>肯定

17 習った英語が英語の文王姐軒)面で役立っているようだh2.26 23 136 198 132.32★★ 否定>中立>肯定

!8 英語を話す人々の生活.文化理掛碓立っているようだ 2.73 73 155 1.29 29.51★★ 中立≒否定>肯定

19 小鞘でのr締活軌は咋生から始めた方がよい. 3.51 203 5.4~100 97.83** _肯杏>否定>中立
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小鞘での嘆鮒軌は迦 姶批方がれ

･悼酢､些7_7_i汁を艶学習机て凱いと患う

小鞘で,アルファベットを書く学習れて臥いと患う

小鞘で桝な英語の塩萱塾学習机て恥いと患う

小鞘で触な英語の艶 学習れて欲しいと患う

J悼郎糾碩蒼の堂塾学習れて恥いと郎

相投で糾な英語の皇建葺習れて欲しいと郎

49.13**

307.83★★

271.ll…

263.06★☆

137.21★★

83.40★★

28.96**

中立≒暫定>*定

*定>中立≒否落

書走>中立>否定

や定>中立≒否定

肯定>中立>否定

肯定≒中立>否定

肯定>中立>否定

+.05{p(.10 *p(.05 **p(:01

表4の結果から中学校 1年生の保護者の回答をまとめると以下のとおりである｡

①小学校で英語や外国文化を体験的に学ぶことは大変肯定的に捉え､教科として英語

を学ぶことも肯定的に捉えている｡

②自分の子どもに､英語は将来必要であり､また外国人の考えを理解できるようにな

って欲 しいと希望している｡

③自分の子どもは､家庭でテレビー,ラジオや､cD､テープなどを通して英語に接触

する様子はほとんど見られない｡

④ ｢英語活動｣が家庭で話題になることはあまりなかろたが､どちらかというと自分

の子どもにもっと ｢英語活動｣をさせたかった｡

⑤小学校での ｢英静活動｣は中学校の英語科において､全般的な面､発音､話すこと､

英語圏の生活 ･文化理解には役に立っていないようだと感 じている｡

⑥特に､中学校の英語科における文法理解には役立っていないと感 じている｡

⑦ しかし､中学校英語科において､聞くことについては､多少違 う印象を抱いており､

役に立っているとも､役に立っていないともいえないと感 じている｡

4.2.3 分散分析結果(N=386)

4.2.3.1 ｢美希活動J開始学年について

項目 13から項目 15までの3項目で､中学 1年生の保護者が ｢英語活動｣を開始す

るには､低学年､中学年､高学年のどの時期からがよいと考えているかについての回答を

得た｡分散分析の結果､ 1%レベルで有意な結果が得られ(F(2,712)=58.70)､さらにLS

D法による多重比較の結果､中学 1年生の保護者は､3年生､5年生より1年生から開始

して欲 しいと希望していることが明らかになった(1年>(3年-5年);MSe=1.90,p<.05)

4.2.3.2 文字指導について

項目16から項目21までの 6項目で､中学 1年生の保護者 357名が英語の文字指導に

ついてどのようなことを希望しているかについての回答を得た｡

アルファベット読み

アルファベット書き > 英単語書き > 英文読み > 英文書き

図2:中学 1年生保護者 357名の英語の文字指導-の希窒

分散分析の結果､ 1%レベルで有意な結果が得られ(F(5,1780)=69.26)､さらにLS

D法による多重比較の結果､中学 1年生の保護者は､図 2に示す順序で文字の指導をし
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て欲 しいと希望していることが明らかになった(MSe=0.40,p<.05),

4.3 中学 2年生の保護者の結果(中学 2年生保護者 194名)

4.3.1 平均 と標準偏差

さらに､中学校 2年生保護者 194名から回答を得た｡ しか し､本研究の対象者とな

た中学 2年生は､′ト学校時代に英語活動を実施 していなかった小学校に通っていた生徳

がいた｡そのため 194名の中には､小学校で英語活動を経験 した生徒の保護者 151名 と

同活動を経験 していない生徒の保護者 43名が含まれていた｡そこで､まず自分の子 ども

が小学校において英語活動を経験 したかどうかに関わらない項 目である Ⅰ部からⅢ部まで

の各回答について､平均 と標準偏差(sD)を求めたが､その結果は表 5に示すとお りである,

表 5:中学 2年生保護者の各項 目の平均と標準偏差(N=194)

項 目 内 容 全員(N=194)平均 sD 経験有(N=151)平均 SD 経験なし(N=43)平均 SD

I 小学校で事籍や外国の文化などを休漁的に学ぶこJ. 4.620.68 4.580.634.630.70

Ⅲ 小学校で英語を r教科として革誇 Jを学ぶこと 4.13 1.10 4.30 1.044.08 1.12

Ⅲ お子さんに(とって): 4.590.614.650.65 4.580.591英語は将来必要だと思う

2他の国の人 の々考えを理解できるようになって欲しい 4.480.734.440.734.490.73

3英語学習が日本の文化についても知ることにつながる 3.950.99 4.090.973.910.99

4英語の｢ラジオ講座｣｢テレビ番組｣を視聴する様子がある 2.10 1.18 1.720.98 2.21 1.21

5英語の歌や会話をCD.テープで聞いたり､歌う様子がある 2.42 1.26 1.95 1.192.56 1.25

4.3.2 分散分析結果(N=194)

次に､表 5の結果を基に､子どもが小学校時代に英語活動を経験 しているか経験 して

いないかとい う違いにより､保護者の回答に対 して分散分析を行った｡その結果は表 6に

示すとお りである｡

表 6:中学 2年生保護者の子どもの小学校英語活動経験の有無別による分散分析結果

項 目 内 容 経験有(N=151)平均 sD 経験なし(N=43)平均 SD 分散 分 析結果F(1,192)p

Ⅰ 小学校で事語や外国の文化.などを佐政的に学ぶこと 4.580.63 4.630_700.16 ns

Ⅱ 小学校で英語-を r教科として婁詩 lir学ぶこと 4.30 1.04 4.08 1.12 1.37 ns

班 お子さんに(とって): 4.650_654.580.590.51 ns1英語は将来必要だと思う

2他の国の人 の々考えを理解できるようになって欲しい 4.440.734.490_730.15 ns

3英語学習が日本の文化についても知ることにつながる 4.090.97 3.910.99 1.19 ns

4英語のrラジオ講座｣｢テレビ番組｣を視聴する様子がある 1.720.98 2.211.215.77 *-

5英語の歌や会話をCD.テープで聞いたり､歌う様子がある 1.95 1.19 2.56 1.257.96 **
*p<-.05 **p<.01

表 6の結果をみると､まず､自分の子 どもが小学校で英語活動の経験があるかないか
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にかかわらず､小学校で英語や外国の文化を体験的に学ぶことに対して､平均値が高く､

かつ有意差がなかった(F(1,192)=0.16)｡ここから､中学2年生の保護者は､小学校での英

語や外国の文化を学ぶことに強い希望があることがわかる｡また､小学校における英語の

教科化についても有意差がなく(F(1,192)=1,37)､かなり賛意が強いことがうかがえる｡次

に 自分の こどもに とって､将来英語が必要である とい う項 目には有意差がな く

(F(1,192)=0.51)､また他の国の人々の考えを理解できるようになって欲 しいという項目に

おいても有意差がなかった(F(1,192)=0.15).どちらの項目も平均値が4点台の半ばであり､

どちらの項目内容についても中学2年生の保護者は希望が強いことが明らかになった｡さ

らに英語学習が日本の文化を知ることにつながるという項 目についても有意差がなく

(F(1,192)=1.19)､子どもの小学校英語活動の経験の有無に関わりなく､英語学習の自国文

化理解に対する関連について肯定的に捉えていた｡

しかし､項目4のラジオ､テレビを用いての英語学習について5%レベルで有意差が

あり(F(1,192)=5.77)､項目5のCDやテープを用いて英語の歌や会話に親 しんでいるかと

いう項目において 1%レベルで有意差がみられた(F(1,192)=7.96)｡ しかし平均値が低い数

値を示 していることから判断 して小学校での英語活動経験あるかないかによらず､中学 2

年生はラジオ､テレビを用いて英語を学習をしたり､CD ･テ-プを用いて英語の歌を歌

ったりすることはほとんどないものの､小学校英語活動の経験のない生徒の保護者の方が､

自分の子どもが家庭で英語に接する様子がみられると感 じていることがわかった｡今回の

調査からはその理由までうかがいしれないが､ここから少なくとも小学校における英語活

動が必ず しも､家庭での英語学習に影響を与えていないものと推察される,

以上から､小学校英語活動の経験があるかないかにかかわらず､保護者は英語の必要

性を認め､小学校英語活動にかなり強い期待を抱いていると考えられる,

4.3.3 中学校 2年生の保護者のx2検定結果(N=151)

次に､子どもが小学校時代に英語活動を経験 している保護者についてのみ､Ⅳ部の各

項目に対する5段階形式の回答を3段階の肯定､中立､否定に再集計 した上でx2検定を

行ったが､その結果は表 7に示す とお りである｡

表 7の結果から､小学校時代に英語活動を経験した中学校 2年生の保護者の回答をま

とめると以下のとおりである｡

① ｢英語活動｣が家庭で話題になることはあまりなかったが､どちらかというと英語

活動を子どもが楽 しんでいる様子がみられる傾向があった｡

②どちらかというと自分の子どもにもっと ｢英語活動｣をさせたかった｡

⑤小学校での ｢英語活動｣は中学校の英語科において､全般的な面､発音､話すこと､

英語圏の生活 ･文化理解には役に立っていないようだと感じている｡

⑥特に､中学校の英語科における文法理解には役立っていないと感ている｡

⑦中学校英語科において､聞くことについては､中学l年生の保護者と似た傾向を示

し､役に立っているとも､役に立っていないともいえないという､英語の他の面と

は多少違 う印象を抱いる｡
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表 7:中学 2年生保護者の各項 目の集計結果 とxi'検定結果(N- 151)

項目 項 目 内 容 平均 集計結果 xヱ検定結果肯定 中立 杏定 2x ー2I.tp 多王比較 r'イT-ノ,名月Jk.ji､p(.OJl

Ⅳ1 お子さん糾芋和と手簡 軌 ilついて禁鳥で-..硝子絹ら九.f: 3.50 79 48 24 30.21★★ 肯定>中立>否定

2 家庭で話)をすること細った 3.50 89 35 27 45.19相 肯定>中立≒否定

3 字んだ英語表現を家庭で話†ことがi)つ.[: 2.99 58 41 52 2.95ns *定≒中立≒否定

4a6 行つ!:チームの内容や様子を家庭で話すことが,hつた 3.ll 67 39 45 8.64★★ 肯定>甲立

外臥明圭のことを家庭で話†ことがわた 3.57 98 27 26 67.72** *定>中立≒否定

英童謡朋員相生の二と緩雇で話すことがあった 3.34 83 32 36 31.96★★ 肯定>中立≒否定

7 芋んだ咽文化や珊について家庭で話すことかあった 2.91 51 48 24 10.68… *寺≒中立>否定

8 学んだ英語の鞍を家庭で那こと細った 3ー00 63 38 50 6.21★ 肯定≒中立≒否定

9 学んだ鞘7)か､きつを家庭ですることがあった 3.01 62 40 49 4ー86+ 肯写≒中立≒否看

lO 学んだ英語の単語相客での会話に出てくることがわ,た 3.03 61 44 46 3.43ns 肯定≒否定≒中立

ll お子さんに犠語長軌 をもつとやらせてみた再.思った 4.01 109 32 10 107.38★★ 肯定>中立>否定

12 習った英語を中報で役立[-_せようとしてい硝子がある 2.80 36 63 53 7.36★ 中立>ヰ定

13 習った英語が筆立たつてい絹子がみられる 2.77 34 63 54 8.75★ 中立>肯定

14 習った英語が相場音に役立っているようだ 2.78 34 66 51 10.19★★ 中立>肯定

15 習った英語が英語欄(面で投立っているよう[:+ 2.94 44 67 40 8.44★ 中立>否を

16 習った英語が英語を話す面で役立っているようだ 2.78 30 73 48 18.53★★ 中立>肯定≒否定

17 習った英語が英語の文法理解の面で役立っているようだ 2.39 14 65 †2 39.83★★ 否定≒中立>肯定

18 英語を話す人々の蛸 .封ヒ理鰍こ役立っているようだ 2.89 36 75 40 18.29★★ 中立>肯定≒否定

L9 小鞘での-英語軌 は咋生から始d)[:輝よい. 3.54 84 31 36 34.03★★ 肯定>中立≒否定I

20 小鞘での頂語活軌は3年生から始めた方がよい○ 2.77 43 54 54 1.60ns 肯定≒中立≒否定

21 小鞘でg)嘆凄絶 は,5鞍から蜘た方がよい, 2.48 33 46 72 15.67★★ 否古>肯定≒中立

22 小鞘で､塑ヒZヱ土建塾学習机て欲しいと患う 4.14 120 19 12 145.13★★ 肯定>中立≒否定

23 小鞘で,アルフ7ペットを書く学習机て欲しいと思う 4.06 112 25 14 114.53★★ 肯定>中立≒否定

24 小報で簡単な英語の単語を凱学習をして欲しいと思う 4,03 109 32 10 107.38** 肯定>中立>否定

25 中朝持紳な英語の麺主監学習をし嶺しいと思う 3.81 92 40 19 56.12★★ 肯定>中立>否定

26 小鞘T.簡単服語の文を軌学習机て欲しいと思う 3.74 87 48 16 50.24★★ 肯定≒中立>否定

+.05(p(.ZO +p(.05 ssp(.01

4.3.3 分散分析結果(N=386)

4.3.3.1 ｢英静活動｣開始学年について

項 目13から項 目15までの 3項 目で､中学 2年生の保護者151名が ｢英語活動｣を開

始するには､低学年､中学年､高学年のどの時期からがよい と考えているかについての回

答を得た｡分散分析の結果､ 1%レベルで有意な結果が得 られ(F(2,300)=24.17)､さらに

LSD法による多重比較の結果､中学 2年生の保護者は､3年生､5年生より1年生から
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開始 して欲 しいと希望 していることが明らかになった(1年>(3年-5年);MSe=1.85,p

く.05)

4,3.3.2 文字指導について

項目16から項目21までの 6項目で､中学 2年生の保護者 151名が英語の文字指導

についてどのようなことを希望 しているかについての回答を得た｡分散分析の結果､1%

レベルで有意な結果が得 られ(F(5,750)=30.16)､さらにLSD法による多重比較の結果､

中学 2年生の保護者は､図 3に示す順序で文字の指導をして欲 しいと欲 しいと希望 してい

ることが明らかになった(MSe=0.30,p<.05)｡

アルファベ ット読み 英単語書き

アルファベ ット書き > 英文読み > 英文書き

図 3二中学 2年生保護者 151名の英語の文字指導-の希窒

5 考察

以上の調査結果から､以下のことが明らかになった｡

小学 6年生､中学 1年生､2年生の保護者に小学校英語活動について､かなり共通の

意識を抱いているこた｡主な共通点は以下のとおりである｡

①小学校で英語や外国文化を体験的に学ぶことや､小学校で教科 として英語を学

ぶことを肯定的に捉えていた｡

② 自分の子どもにとって､英語は将来必要であり､外国人の考えを理解できるよ

うになって欲 しいという希望が強かった｡

③小学校英語活動は自国文化理解につながるであろうと考える傾向があった｡

④家庭で､子どもがテレビ､ラジオ､CD､テープを用いて英語に接触する様子

はほとんどみられなかった｡

⑤家庭で小学校英語活動が話題になることはほとんどなかった｡

⑥小学校英語活動を子どもにもっとさせたかったとい う希望が多かった｡

⑦小学校英語活動は小学 1年生から開始するのがいいと考えていた｡

⑧英語の文字指導についても､特にアルファベ ットの読み書きや簡単な英単語読

みについては希望が強かった｡

以上の結果は､文部科学省が平成 16年 6月に実施 した ｢小学校の英語教育に関する

意識調査｣に共通 していると考えられる｡ この調査は小学4､6年児童､保護者､教員を

対象 としているが､その うち9,598名の保護者から回答を得ている｡

この調査で小学校英語活動に賛同する保護者は 91.1%であったが､旧沼南町の保護

者は 92.2%であった｡また小学校の英語教育の必修化については文部科学省の調査では

賛成が 70.7%であり､旧沼南町では 76.9%であった｡文部科学省による調査では小学校

英語活動の目標についても回答を求めているが､保護者は英語に対する外国に関する視野

を広げることについて 88.4%が賛意を示 したが､旧沼南町の児童保護者は 97.0%が賛同

42



していた｡

また､この調査結果には ｢英語活動によって生じた子どもたちの変化｣(複数回答 ･

上位 5項目)が含まれており､その中には､｢今のところあまり変化は見られない｣と回

答 した保護者が 38.1%であり､｢英語に関する話をよくするようになった｣と回答 した保

護者が 17.9%とあったという報告があるO項目内容と集計 ･分析方法が異なるため､直

接比較することは困難であるが､旧沼南町での調査結果とほぼ同様の傾向がみられるとい

えよう｡つまり､小学校英語活動による子ども-の影響はこれまでのところ大きくないと

いう状況である｡

次に､本研究では小学校児童の保護者と中学 1､2年生の保護者に対 して異なる質問

を行った｡前者に対 して小学校英語活動が中学校の英語に役立つと思うかどうかについて

回答を求め､後者については小学校英語活動が中学校の英語科においてどのような面で訳

になっていると思うかについて回答を求めた｡その結果は以下のとお りである.

①小学 6年生の保護者は､どちらかというと小学校の英語活動が中学校の英語

に役立つだろうと考えていた｡

②中学 2､ 3年生の保護者は小学校での英語活動は中学校の英語科において､全

般的な面､発音､話すこと､英語圏の生活 ･文化理解には役に立っていないよ

うだと感 じていた｡さらに､特に文法理解には役立っていないと感 じていた｡

③ しかし､中学校英語科において､聞くことについては､多少違 う印象を抱いて

お り役に立っているとも､役に立っていないともいえないと感 じている｡

さらに､本研究における中学 2年生が小学生であった時期には､小学校によって英

語活動を実施 していないところもあったため､子どもが小学校で英語活動を経験 している

保護者と経験 していない保護者により小学校英語活動や英語を学習することに対 して意識

が違 うのかどうかについても検討 した｡その結果､子どもの小学校英語活動経験の有無に

かかわらず､保護者は英語の必要性を認め､子どもに英語を学んで欲 しいと強く期待 して

いることが明らかになった｡

以上の結果から､まず子どもに英語を学んで身につけて欲 しいとする保護者の期待が

強いことがうかがえる｡ この期待とは別に､小学校における英語活動が中学校英語科にお

いてあまり役に立っていないようだという感想も別の面でうなずけるものと考えられる｡

旧沼南町では､本研究の対象となっている中学 1年生から全部の小学校で年間 10時間の

英語活動を実施 してお り､全国的にみても町ぐるみで小学校英語活動に熱心に取り組んで

いる地方自治体であった｡ しかし､年間 10時間というのは､月 1回程度の活動と言 うこ

とになるが､児童の英語への関心､意欲を高めるには有効であり､旧沼南町の英語活動の

目的に合致 してると判断できる｡ しかし､この時数では中学校の英語科に大きな影響があ

るとは考えられないことからも､本研究の結果は大変納得のいくものであると考えられる｡

旧沼南町を対象とした本調査の結果ばかりでなく､本研究平成 16年 6月に実施され

た文部科学省による.調査結果からも､保護者による′ト学校英語活動に対する強い期待を感

じ取ることができる｡現在､小学校英語活動は､全国的にみてその取り組みに大変温度差

がある状況であるといえよう｡保護者の見解について､現在条件が同じではないので､全

国的に同活動が同程度実施されるようになった時期に保護者の反応を改めて検討 していく

ことも重要であろう｡
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